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 事業概要 

将来の亜音速航空機に適用する自然層流翼の実用化技術を確立することを目的とし, 層流垂直尾翼

の設計, 評価等を行う. また層流化効果を維持可能な表面粗度の評価を行う. 
 

参考 URL: https://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/igreen/ 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

航空機の燃料消費量削減を目的とした層流翼設計では, 迅速な設計が求められる一方, 微細な境界

層流れを解析するために, 高精度な流体解析を数多く実施する必要がある. 表面粗度の解析について

は, 設計以上に詳細な流れ場の解析が必要である. これら事業遂行において, スパコンを用いた流体

解析は必要不可欠である. 

 

 今年度の成果 

研究事業での成果の取りまとめとして, 獲得した層流翼設計技術を全機設計に適用した. JAXA 航空

技術部門では, 境界層を層流に保つことができる圧力分布を予め目標として設定し, その圧力分布を

達成可能な翼形状を逆問題設計法を用いて設計している. この方法により, 結果として, 非自然層流

翼の初期形状と同等の舵効き性能を有する, 46.2%の層流面積を獲得した. 別途検討している表面粗度

による影響を加味しても燃料消費量 0.8%程度の削減が可能であることが推算される. 

 

層流尾翼システム技術の研究 
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図 1: 全機飛行条件（M=0.78, 高度 35000ft.を想定）における層流垂直尾

翼上の圧力分布. 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 4.62 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 120,676,785.17 5.52 

TOKI-ST 106,641.68 0.11 

TOKI-GP 118,399.89 1.82 

TOKI-XM 52,472.88 25.54 

TOKI-LM 79,402.19 5.73 

TOKI-TST 223.79 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 1,276.39 0.86 

/data 及び/data2 235,373.41 1.13 

/ssd 14,958.00 0.80 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 28.13 0.09 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 自動並列 

プロセス並列数 48 - 10008 

１ケースあたりの経過時間 55 時間 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 3,444.38 2.35 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


